
















































































た 164 地区である（表 1）。対象とする地区内の総経
営体数は 6,528，総就業者数は 10,575 人である。
次に，用語について解説する。漁業センサスは
1949 年に集計がはじまった。1963 年の第 3 次漁業セ
ンサス以降は，現在に至るまで 5 年ごとに実施されて
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市場の分布を図 1 に示した 3）。対象地域内には，8 か
所の中央卸売市場（徳島市中央卸売市場を含めると 9
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東部，5: 神戸市中央卸売市場本場，6: 神戸市中央卸売市場東部，7: 姫
路市中央卸売市場，8: 和歌山市中央卸売市場，9: 徳島市中央卸売市場
 （漁業センサスより作成）































業者へは 7.0%，生協へは 0.03%，直売所へは 2.0%，
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養殖の 9 項目 7）に分類された（表 6）。以下では，地
区数の多い項目順に出荷行動の特徴をみていく。なお，
主とする漁業種類が潜水器である地区は東明石浦（3
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刺網は 30 地区（同 854 経営体）で主とする漁業種
類となっている。地区の数は大阪府内に多い。府下
22 地区のうち 11 地区が本項目に含まれる。出荷先別
経営体の割合には，大阪府の地区が数多く含まれてい
ることが影響している。すなわち，漁協の市場又は荷
さばき所が 64.3% と全体よりも 6.4 ポイント低く，漁














した経営体の割合が 12.3% にものぼる。0.9 ポイント
とはいえ全体を上回る数値となっている。これには，




定置網は 11 地区（同 329 経営体）で主とする漁業
種類となっている。京都府日本海区に 2 地区，兵庫県
瀬戸内海区に 2 地区，兵庫県淡路島に 1 地区，和歌山






















養殖は 10 地区（同 439 経営体）で主とする漁業種
類となっている。そのうち 3 地区が京都府日本海区，
6 地区が兵庫県瀬戸内海区に所在している。439 経営
体のうち 3 分の 1 以上に当たる 174 経営体がカキ養殖
を主とする漁業種類としており，以下ノリ養殖が 25
経営体，わかめ養殖が 21 経営体，その他の貝類養殖
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